
やまなし邦楽合奏団「響鳴」 

新型コロナ対応 施設利用ガイドライン （双葉ふれあい文化館） 

2020年７月 29日 

 

【施設利用者チェックリストより抜粋】 2020年 7月 8日付け 

 ※施設利用者チェックリストに従うこと。 

 ※リハ室利用を前提 

  ・部屋の予防対策定員厳守。 リハ室：20名。 ※通常時は 60名。  

  ・利用者間隔最低１ｍ（できるだけ２ｍ以上）  

  ・新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）の利用を心掛ける  

  ・利用困難な場合を除き原則としてマスクの着用 

   ※響鳴解釈：尺八・笛の演奏可能。 

   ※会館要請（口頭）「基本的にマスク着用、マスクを外す活動（管楽器や指揮者）については、 

フェイスシールドを着ける、お互いの間隔を開ける、等工夫をしてください」とのこと。 

・手洗い、手指消毒など感染予防対策を徹底すること  

  ・利用者名簿を作成すること。 ※施設に提出する必要はない。 

 

【自主ガイドライン】 

 ・接触式体温計は自分の物を使用し、使い回しは極力避ける  

・共用消毒液を用意する 

・楽器は自分専用の楽器を使用し、相互利用は行わない  

※楽譜、柱、チューナーなども相互利用しない 

 ・楽器運搬取扱いに際しても極力自分専用の楽器のみとする 

 ・椅子、机の配置・片付けは、極力使用者本人が行ない、使用前後で手の消毒を行なう。 

 ・マスクを外す活動（管楽器や指揮者）については、フェイスシールドを着けること 

 

以上 


